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●災害はとても身近な問題 

東京では今後30年以内に高い確率で、マグニチュ

ード 7 クラスの首都直下地震が発生すると予想され

ています。実際、平成になってから、日本全体で、震

度7以上の地震が５回、豪雨により死者の出る水害も

10 回記録されています。過去の記録を見ても災害は

とても身近な問題であることがわかります。 

●「いのちを守る」ことが最優先課題 

基礎自治体の最大の

使命は住民福祉の向上

であり、「区民の安全・

安心」はその基礎とな

るものです。自然災害

の発生を防ぐことはで

きませんが、被害を抑えることはできます。 

被害を最小限に止め、「いのちを守る」ことこそが大

事なのです。家が無事で、地域に火災の危険がなけれ

ば、あわてて避難しなくても済みます。そのためまず

家の耐震化や地域の不燃化を進めることが重要なの

です。また震災による火災を未然に食い止めることが

できるよう「感震ブレーカー」の設置の支援など、様々

な対策を講じています。また、火災が発生した場合も

容易に避難ができ消防車や救助の緊急車両がいち早

く駆け付けることができるようにするには、狭い道路

を拡幅整備しておかなければなりません。 

●詳細な「地震被害シミュレーション」を提示 

このような防災対策を整備する一方で、昨年９月に

は、区独自の詳細な地震被害シミュレーションを行い、

被害状況を５０ｍ四方で表すことで詳細に地域の被

害を「見える化」しました。そして「災害に強いまち」

をつくるため、区と区民が協力して減災対策した場合

の効果も明らかにして防災の必要性を訴えています。 

 

●都市型水害の特徴を捉えた対応 

 地震だけでなく水害への備えも欠かせません。平成

17年の水害を記憶している方は多いと思います。 

東京の都市部ではもともと川幅が狭いことや市街化

により土地の保水機能が低下しており、浸水被害が生

じやすいという特徴があります。また、近年ではゲリ

ラ豪雨がそれに拍車をかけています。河川の管理は東

京都の事業であることから、区ではその整備や調整池

の建設、雨水が下水道に一気に流れ込まないよう貯留

管を設ける等の

対策を都に強く

求めています。 

その一方で、区

でも土地の保水

性を高める道路

舗装や雨水浸透

桝の整備を水害の多発地域に集中的に行っています。 

また、個人宅への雨水浸透桝の設置や防水板の設置

等の支援をしています。 

水害についても「杉並区洪水ハザードマップ」を作

成し区民に過去に浸水のあった箇所などを伝えると

区では、区政に関して、日頃発言する機会の少ない区民の方々の声を、幅広く受け止めていく取り組みと

して「すぎなミーティング」を実施しています。今回は、杉並の防災について話し合いました。 

区長と話そう、聞いてみよう  すぎなミーティング 
テーマ 「共につくる災害に強く、安心して暮らせるまち」 

～区の役割とあなたができることを考えてみよう～」     

平成３０年１０月２７日（土） 

◇ 区長から一言  自助・共助・公助の連携した取り組みが減災につながる 
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ともに、地図アプリの「すぎナビ」でも確認すること

ができ、区民の防災意識の向上に役立てています。 

●「自助」「共助」と「公助」の連携 

このように、一人でも多くの生命や貴重な財産を守

るため、区では様々な取組をしていますが、道路の拡

幅、不燃化の推進、河川の整備には、いずれも長い時

間がかかります。これらハード面の整備を進めながら

も、「いのちを守る」ためには、先ず、第一に「自らの

生命は自らが守る」という「自助」。次に、地域の助け

合い震災救援所や防災市民組織による「自分たちのま

ちは自分たちで守る」という「共助」。そして最後に「公

助」としてハード面のまちづくりや区民の皆さんの防

災への取組を下支えする区の防災対策。これら三つを

連携させ、総合的に対応していくことが必要です。     

もちろん、減災対策の第一次的な責任は区にあります

が、実際にいつ起こるかわからない災害に対して「自

助」「共助」なくして皆さんの大事な生命や財産を守る

ことはできません。 

このあと所管から防災の対策をお伝えしますが、今

日は施策を理解いただくとともに災害に強いまちを

つくるため、自分たちができること、区にやってほし

いこと等、様々なご意見をいただけたらと思います。 

 区には、狭い道路に囲まれた敷地に木造の建物が密集して建っている地域があります。この地域は火災が発生

した場合、避難や消火・救助活動が困難であるとされる地域にあたります。区は、建築物の耐震・不燃化に向け

た支援・誘導を進めるとともに、４ｍ未満の道路の拡幅整備を進め、安全な都市づくりを目指しています。 

●建物の耐震・不燃化に向けた取組 

 建物の耐震・不燃化は、そこにお住いの方の命を守

るだけでなく、倒壊した建物が避難道路を塞ぐことが

ないよう、地域全体の安全対策としても欠かせないも

のです。そのため区では、老朽建築物の除去費や戸建

て家屋の建て替え費用などの一部を助成しています。     

また、平成２９年度の地震被害シミュレーションの結

果などを踏まえ、旧耐震基準の建物に限られていた耐

震診断・耐震改修の助成を、新耐震基準（昭和56年

６月から平成１２年５月）で建てられた木造住宅にも

拡充しました。不燃化の促進についても、延焼被害が

多いと想定された地域を対象に建築物不燃化助成制

度を拡充しました。 

 

●狭あい道路の拡幅整備が急務、目標１万ｍ 

 杉並区の場合、区内道路の約3割（３３０㎞、道路

両側で６６０㎞）が道路幅４ｍ未満であり拡幅整備が

必要な狭あい道路です。狭あい道路はごみ収集車や介

護車両の通行の支障になるばかりか、いざという時、

消防車や緊急車両が入れず被害が拡大するおそれが

あります。安全なまちづくりには拡幅整備が急務です。 

区では平成元年から２９年度までに２１４㎞の拡

幅整備を行ってきました。今後も、年に１万ｍの拡幅

整備に計画的に取り組んでいきます。また広がった部

分には花壇などの交通に支障となる物を置かないよ

うに指導していくとともに、通行しやすいように電柱

の移設を行っていきます。 

◇ 担当課長から  災害に強いまち～自助・共助を支える「公助」の取組 
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●電気火災感震ブレーカー設置支援 

地震に伴う停電が復旧し、通電が開始される際に火

災が発生することがあります（通電火災）。阪神淡路大

震災及び東日本大震災で発生した火災のうち、およそ

６割は通電火災を含む電気火災と言われています。こ

の電気火災を食い止めるには、感震ブレーカーの設置

が効果的です。区では、地震被害シュミュレーション

の結果を受けて感震ブレーカーの設置を支援する地

域を拡大しています。 

 

 

 

 

 

●その他の防災対策 「被害の見える化」も 

 震災による被害は、区内の広範囲に及ぶうえに、同

時多発の火災等が予想されるため、防災関係機関の活

動にも限界があります。「自分たちのまちは自分たち

で守る」活動こそが重要です。区では震災救援所運営

連絡会に所属する役員等を対象とした防災リーダー

養成講座の実施や、防災市民組織へのポンプやスタン

ドパイプの配布などにより、地域の防災力向上に努め

ています。 

  

その他、区民の皆さんと共に「災害に強いまち」を

つくるため、現状の被害想定と防災対策の効果をシミ 

ュレーションして「被害の見える化」を図っています。    

またスマートフォンの地図アプリ「すぎナビ」を使っ

て、発災直後に、最新の被害状況や避難経路の情報を

発信して安全に避難ができるようにしています。 

発災後は避難生活を送る場所として、区立小中学校

等に震災救援所が設置されます。避難者の受付、炊き

出し、災害用のトイレの設置などの訓練を実施してお

り、区民の避難生活に備えています。 

●水害について 

 東京都内では近年、たびたび中小河川の氾濫による

都市型水害が発生しています。その原因は地球温暖化

の影響ともいえる時間雨量５０㎜を超える豪雨の発

生や、市街化の進行によって地下に雨水が浸透せず短

時間に雨水が集中して川に流れ込むことにあります。

区では河川を管理する都に働きかけ河川の改修や調

整池の設置、下水が一気に河川に流れ込まないよう貯

留管を設けるなど、着実に被害の減少に努めています。 

また、道路の雨水桝の増設、河底の土砂をさらうな

ど適切な維持管理に努めています。さらに、浸水を防

ぐため土のうの配布に努めるとともに、防水板の設置

の助成や個人宅向けに雨水の浸透桝の設置助成を行

っています。区民の備えとして、被害の見える化を図

る「洪水ハザードマップ」を作成、配布しています。 

＊感震ブレーカー＝震度５強以上の揺れを感知

すると自動的にブレーカーを落として電気を

止める装置 
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◇ グループトーク  「安全なまち」に必要なことは・・・・・ 

生活の中で防災

を意識すること 

狭い道路を広

くしないと 

街の安全はコミ

ュニティーから 

花壇くらいは

いいのでは？ 

自分のまちだと

いう意識が必要 

道路拡張した所

に物は置かない 

耐震・不燃化

も必要だね 

もっと広報

が必要 

地域の力・協

力が大事 

みんな知って

いるかな？ 

今年度から耐震診

断・耐震改修の助成

を拡充しています。 

感震ブレー

カーも大事 

被害シミュレ

ーションは役

立つね。 

情報を得る

方法は？ 
ＳＮＳも利

用すれば？ 

震災時の火災を

食い止めるには 

建物の耐震化の促

進が必要 
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●情報提供が大事 

 平成１７年に大きな水害がありましたが、もう１３

年も前のことでみんな忘れてしまっているのではな

いでしょうか。特に、僕たち若い世代とっては記憶に

すらないこともあるかと思います。長い間、災害のな

いことはありがたいことですが、災害は忘れたときに

やってくると言います。不安をあおるわけではないけ

れど、区民が被害を意識できるようにすることが防災

のためには一番

大事なことかな

と思いました。 

●自分の命は自

分で守る意識が

大事 

 自助・共助・公

助と災害対策にレベルがあることが印象に残った。自

分の命は自分で守るということが出発点になると思

います。そのため災害を「見える化」することはとて

も大事なことです。被害が予想される区域について区

と区民が情報を共有して、生活の中で意識できるよう

にしていくことが必要だと思いました。 

●自分の命は自分で守る意識が大事 

 耐震化の助成制度があることを初めて知りました。

できれば耐震工事の業者の紹介もしてくれると耐震

化がより進むのではないでしょうか。 

 

●用語をわかりやすくしてほしい 

 防災課だけでなく、土木や建築などいろいろな面か

ら防災が考えられていることがわかった。「狭あい」と

か「木密地域」とか聴き慣れない言葉も多かった。防

災に関する用語はわかりやすい言葉にしてほしい。危

険であること

がイメージで

きるようにし

てほしい。 

●被害を分か

りやすく 

 普段の生活

の中で被害を「見える化」してほしい。危険地域には

表示板とか石碑などで危ないところであることを意

識できるようにするのはどうだろうか？ 

●近隣の人のためにできることを 

 3，11がなかったら、これほど防災や安全を自分事

として意識す

ることはなか

ったと思いま

す。災害を自分

の事として考

えると同時に、

いざという時

に周りの事を考え行動することが必要だと思いまし

た。区の取組も勉強になりましたが、杉並住まいも長

くなり、最近は近隣に新興住宅ができ、若い人達も多

く移り住んできています。何かあれば、自分も近所の

子どもの手を引いて避難するなど、周りのためにでき

ることをしなければと思いました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 私はこういうことが大事だと思う 意見発表 

＊地震発生時に塞いではならない道路の沿道にあ

る建物には個別訪問や耐震相談アドバイサー派遣

の実施など、耐震診断から耐震改修に進むための支

援を行っています。また木造密集地域の建物には、

助成制度の周知や個別訪問・木造耐震アドバイサー

の派遣等、耐震化のため支援を行っています 
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●被害を意識できるようにするということ 

本日はお忙しいところ、懇談会に参加いただきあり

がとうございました。みなさんの意見の中で、災害を

意識できるようにすることが防災の第一歩だという

意見が多かったと思います。私もその意見に賛成です。 

防災対策と一口に言っても、家屋の耐震や不燃化、

狭あい道路の拡張など、個人の私有財産にかかわるも

のは、所有者の協力なくしてはできません。危険な地

域かどうか、被害はどの程度のものであるのか等を

個々の区民が意識できることが、防災対策を進めるう

えで重要なファクターになることと思います。そのた

め被害シミュレーションでの「被害の見える化」は欠

かせないものであると判断し、広報等を通じて皆さん

にお届けしている次第です。 

●スマートフォンで何時でも確認できる 

もう一つ、被害状況をいつでも意識できるようにし

てほしいとの意見もありました。被害シミュレーショ

ンを実施したというだけでなく、それをいつでも見る

ことができるようにしておくことも重要ですね。 

そこでシミュレーション結果を「杉並区地震被害想

定ＡＲ」としました。これによりスマートフォンでも

いつでも確認できるようになっています。また、災害

時に避難場所や安全な避難経路が確認できる防災地

図アプリ「すぎナビ」もあります。スマートフォンを

お持ちの方はぜひ、アプリを搭載していただくと同時

に周りの人にも宣伝していただきたいと思います。 

 

●被害の少ない地域があるのはどうして？ 

被害シミュレーションですが、これをご覧になって

気付いたことがありませんか。桃井、清水、上井草の

地域は地震について言えば、ほとんど被害のない地域

となっています。同じ杉並の中でどうしてこのような

差がついたのかお判りでしょうか。 

 

それはこの地域、

西武新宿線の井荻

駅周辺、昔の井荻村

の地域はしっかり

と区画整理がされ

広い道が確保され

ていることにより

ます。区画整理がされておらず道も狭い区域では、緊

急車両が通れず、救助が遅れることや延焼により避難

が困難になるなどの危険が潜んでいます。わたくしが

就任以来、狭あい道路の拡幅整備に力を入れている理

由がここにあるのです。 

 

●自分たちの世代の役割として、後世に安全なまち 

 旧井荻村の村長であった内田秀五郎氏が長い年月

をかけて、昭和１０年（１９３５年）に区画整理を完

成させました。その努力が、今になって、安全なまち

の礎となり地域の財産になっているのです。 

道路の拡張をはじめとするまちづくりには、いろい

ろな意見もあり、すぐに完成するものではありません。 

しかし、子どもや孫の時代に、より安全なまちを提

供できるよう自分たちの世代の責任として、着実に推

進していかなければならないと思っています。 

「災害に強いまち」を作るためには、区だけでなく皆

さんの理解や協力が必要となります。どうか区の取り

組みを理解いただき今後とも協力いただきたく存じ

ます。本日はありがとうございました。

◇ 区長から一言   災害に強いまちを目指して 
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☆今回のテーマは、私の知らないことが情報として提供されていて非常に有意義でした。「若者」である私として

は、このことをどうやって同世代に伝えていくか。ミーティングに参加して「宿題」をもらった気持ちです。 

☆「自助」「共助」を支える「公助」として、予想以上に区の防災事業があるということがわかった。 

☆住まいの近くで行われている工事が防災のためのものであり、工事についての理解が深まった。 

☆常日頃から防災に関する意識を持つことが大事だと思いました。 

☆狭あい道路を整備していくために、拡幅の必要性等、理解を浸透させることが必要なことがよくわかった。 

☆いざという時、助け合えるように地域のコミュニティーについて、もっと意識を持たなければと思いました。 

☆普段関わることのない人達の意見を聴くことができて良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 参加者から一言   きょうの懇談会を振り返って 
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編集後記    区政相談課 

 初対面の方同士、緊張することもあったと思いますが、活発にご発言いただきありがとうございました。

この報告書は出席者の方の意見と区長からの回答を抜粋して編集させていただきました。いただいた意見

を、今後の取り組みに活かしてまいります。 

～区政を話し合う会報告書～ 

平成３１年１月 編集・発行 杉並区総務部区政相談課 

〒166-8570 杉並区阿佐谷南１丁目１５番１号 

                             電話 03-3312-2111 

 


